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. 場は最初,空である (  0 の札がおかれていると考える).
. 手番のプレイヤーは,手札の中から場の札の値よりも大きい値の札を1枚出すことができる.出した札
はそれまで出ていた札の上に置かれる (場に出ている札は今出した札に代わる) . このとき,手番はも
う一人のプレイヤーに移る.
. 手番のプレイヤーは,手札を出さずに手番をもう一人のプレイヤーに譲ることができる (パスする,と
いう).このとき場に出ている札は空になる (改めて,  0 の札がおかれる).






任意の手番  t に対して,以下のような二部グラフを定義する:
 G_{X}[t]=(X[t], X[t], E_{X}[t]) ,
ただし,
 E_{X}[t]=\{\{i, j\}|i\in X[t], j\in X[t], i>j\}.









ただし,  d_{G}(v) はグラフ  G における点  v の次数を表す.これを用いて以下を定義する.
 d^{*}( X^{+}[t]) = \min\{d_{G_{X}[t1}(v)1v\in X^{+}[t]\},
  \min X^{+}[t] = \{v\in X^{+}[t]|d_{G_{X}[t]}(v)=d^{*}(X^{+}[t])\}.
25
以上を用いて次の値を定義する :
 v_{X}[t]=d^{*}( X^{+}[t])-|\min X^{+}[t]|.
つまり,  v_{X}団は  G_{X[t]}=\{V, E_{a}\} において孤立点でない頂点  (X^{+}[t]) のうち最も次数が小さいノードの次数
 (d^{*}(X^{+}[t])) からそのような頂点の数 (  | \min X^{+}国  1 ) を引いたものを表す.また,マッチングがないときつまり
 \mu_{X}[t]=0 のとき  \mathcal{V}_{X}国  >0 とする.これらの値はいずれもそれぞれの手札がソートされていれば貧欲的な方法
を用いることによって  0(n) 時間で計算ができる.(二部マッチングアルゴリズム等を用いる必要はない).本
研究ではこれらの値を用いた必勝プレイヤー判定アルゴリズムを設計する.
2.3 空場での必勝判定法
定理1. ある巡の開始時  t の手番プレイヤーを Xとする.Xは以下のいずれかを満たすとき,またそのときに
限り,必勝プレイヤーである.
 \bullet  \mu_{X}[t]>\mu_{X^{-}}[t],
 \bullet  \mu_{X}[t]\geq\mu_{X^{-}}[t],  v_{X}[t]>0,
 \bullet  \mu_{X}[t]\geq\mu_{X^{-}}[t],  v_{X^{-}}[t]=0,
 \bullet  \mu_{X}[t]+1=\mu_{X^{-}}[t],  v_{X}[t]>0,  v_{X^{-}}[t]= O.
この定理は,巡に関する帰納法により示すことができる.この定理から次が直ちに言える.










からなる集合を  R とする.「最後に出された」 札は1枚であるため  |R1=1 である.まだ札が出されていない
空場では仮想的に  0 の札が置かれているものとし,  R=\{0\}=R_{0} とする.




定理2. Xを先手プレイヤー,えを非手番プレイヤーとする.このとき以下が成立する.   \mu(X,\overline{X}\backslash \min(\overline{X})+R)>
  \mu(\overline{X}, X\backslash \min(X)) を満たすときそしてそのときのみ X(手番プレイヤー) は必勝戦略をもつ.
二部グラフの最大マッチングの計算には  O(m\sqrt{n}) 時間のアルゴリズムが知られており [4], これを用いる
と  0(n) 時間でこの条件式のチェックができる.しかし,  G_{X}[t] の辺の引かれ方の特性を利用すると,  G_{X}国を実
際に構築することなく線形時間で貧欲的に最大マッチングを求めることができる.このグラフの特性を利用
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